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資料 3-2

草津市の防災・減災の取組について草津市の防災・減災の取組について

--------協議会活動（平成１６年度以降）を通して協議会活動（平成１６年度以降）を通して--------

平成２４年平成２４年 ２月２月 ６日６日

草津市都市建設部草津市都市建設部

草津市の防災体制草津市の防災体制
防災減災対策防災減災対策・防災減災対策・防災減災対策

平成２３年８月１５日発行の『日経グローカル』において、『人口１０万人以上
の全国２８９の自治体を対象とした災害対応力調査」が掲載され、首都直下地震、
東海・東南海地震等の対策が進む、関東、東海、中部地方が上位にランキングされ
る中、本市は、全体で６２位、近畿で５位、滋賀で１位にランキングされました。

れは 地域の防災リ ダ を育成する「市民防災員制度 町内毎に災害図上これは、地域の防災リーダーを育成する「市民防災員制度」、町内毎に災害図上
訓練を実施して取組む学（地）区別防災マップづくり、災害時要援護者登録制度、
市内一斉緊急放送や現在すすめている、原子力防災を含めた防災計画全体の見直し
などが評価されたものと考えていますなどが評価されたものと考えています。
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草津市水防訓練の実績
草津市では、毎年本格的な梅雨シーズンを目前に控え、水害の未然防止と軽減を図り、市民生活の

安全を確保するために、草津市水防訓練と7年に1度の県・湖南4市合同訓練を実施しております。
職員の水防意識の高揚と水害の事態に備えての水防技術および水防知識の習得を図ることも目的と

して水防訓練を実施しています

年度 会 場 期 日 内 容 備考

して水防訓練を実施しています。

【水防訓練実施経過】

Ｈ２４ 烏丸半島内
５月２７日
（予定）

土嚢作り及び運搬訓練
・シート張り工法・改良積土嚢工法

県訓練
４市合同

土嚢作り及び運搬訓練
Ｈ２３ 下笠消防訓練場 ６月 ４日

土嚢作り及び運搬訓練
・せき板工法、釜段工法

Ｈ２２ 下笠消防訓練場 ５月３０日
土嚢作り及び運搬訓練

・せき板工法、釜段工法

Ｈ２１ 下笠消防訓練場 ５月３１日
土嚢作り及び運搬訓練

・せき板工法、釜段工法

Ｈ２０ 下笠消防訓練場 ５月３１日
土嚢作り及び運搬訓練

・せき板工法 釜段工法せき板工法、釜段工法

Ｈ１９
笠縫東小学校・下笠
消防訓練場

５月２７日
土嚢作り及び運搬訓練

・積土嚢工法、洪水避難訓練

Ｈ１８ 下笠消防訓練場 ５月２８日
土嚢作り及び運搬訓練

Ｈ１８ 下笠消防訓練場 ５月２８日
・せき板工法、釜段工法・月の輪工法

Ｈ１７ 烏丸半島内 ５月２２日
土嚢作り及び運搬訓練

・シート張り工法・改良積土嚢工法
県訓練

４市合同
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草津市水防訓練の様子草津市水防訓練の様子
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【草津市水防倉庫の状況】

旧草津川

草津市は、市内４ヵ所に●水防倉庫を

設置して水防資材の備蓄をおこなってお

ります。

旧草津川は、草津市街地を横断し琵琶

湖に注ぐ天井川となっており、洪水によ

り破堤した場合重大な被害を与えること
水防倉庫

（下笠消防訓練場）

ＪＲ東海道本線や、昭和２８年の台風１３号では堤防決

壊による土砂流出、流水の被害は甚大な

るものでした。そこで、草津川を平地化

水防倉庫
(西消防署横)

し、市街地を水害から防ぐため、草津川

・金勝川の合流点から河口の琵琶湖に向

けて新しい川を掘削する『草津川放水路
水防倉庫

水防センター
（草津川防災ステーション）

事業』が昭和５２年から用地買収に着手

、平成４年の直轄編入を経て、平成１４

年６月に通水しました。その後廃川敷と

水防倉庫
（西一）

なった旧草津川に草津川防災ステーショ

ンを整備し、現在、防災広場、備蓄ヤー

ド、駐車場として利用しています。

水防倉庫
（志津）草津川

また、平成２４年度以降に水防センタ

ー用地に新たに水防資材機材備蓄倉庫を

建設する予定です。
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草津市における建築物の浸水対策条例の構図

地球温暖化 地域防災
流域治水

近年の集中豪雨の増加傾向

流域治水

これまでの河川行政による
災害対策（ハード）

水害を受ける側が自らの生命や財産を守り
被害を最小化する対策の推進

＋

浸水想定区域の公表浸水想定区域 公表

草津市建築物の浸水対策に関する条例 洪水ハザードマップの公表

平成 年 月 施行 成 年 月作成平成１８年９月１日施行 平成１９年 ９月作成
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琵琶湖浸水想定区域図 草津市浸水のおそれのある区域図

浸水区
域

琵琶湖

域

ＪＲ
国道１号

金勝川草津駅旧草津川

新草津川

草津川上流

草津市

※この図は、草津川、金勝川、野洲川、琵琶湖の浸水区域を

合成したものです。
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草津駅東口駅前広場 浸水イメージ写真

＜写真提供：琵琶湖河川事務所＞

草津駅前浸水草津駅前浸水
イメージ

平常時 浸水時
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「草津市建築物の浸水対策に関する条例」の仕組み

市の責務 ・・・・・・・・ 情報提供・市有建築物の安全確保

草津市建築物の浸水対策に関する条例」の仕組み

市民・事業者の責務

特定建築物の建築主の責務

・・・・・・・・ 自らの責任による安全対策の努力

浸水対策の整備基準適合義務特定建築物の建築主の責務 ・・・ 浸水対策の整備基準適合義務

浸水のおそれのある区域内 浸水のおそれのある区域外

・特定建築物

・防災活動拠点施設 区域内外共 基準適合義務・防災活動拠点施設

（市役所・消防署・警察等）

・避難所

（学校等）

区域内外共 基準適合義務

・電気設備関係は想定水位を考慮して設置

・地下を設ける場合は、可能な限り浸水しない構造
（学校等）

・一般建築物 ・高さ３１ｍ以上で非常用ＥＶを設ける

・地下室を設ける建築物

届出義務 基準適合は努力義務

・その他の建築物

→ 基準適合は努力規定

→届出義務 → 基準適合は努力義務
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草津市庁舎：防水板による浸水対策 地下：駐車場、電気室、集中書庫

対策前
設置中

地下進入通路

対策後対策後

防水板
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浸水対策条例に関する手続きの流れ

都市計画法に基づく開発行為に関する技術基準都市計画法に基づく開発行為に関する技術基準
開発事業に関する指導要綱 （草津市）

宅地の計画・・「草津市建築物の浸水対策に関する条例」に基づき計画するように努めること。

事前指導事前指導

建築基準法に基づく建築確認・計画通知申請提出前

対象建築物は申請までに浸水対策の内容を届け出る ← 浸水対策条例

市長は届け出に対し必要な助言、指導を行う ← 浸水対策条例
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草津市洪水ハザードマップづくりワークショップ

京都大学多々納教授より水害について学びました。京都大学多 納教授より水害 て学びました。

災害に強い地域をつくるために「自分にできること・
地域にできること」を学びました。

＜地域の防災情報を整理しました＞

地域の避難場所はどこ？地域の避難場所はどこ？

避難場所に向かう避難経路に危険な場所がない
か確認しよう！

平成１８年 ７月 から １１月（３ 回 開催）
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平成２４年度に平成２４年度に
洪水・内水

ハザードマップを
作成予定

H18作成

作成予定

琵琶湖・野洲川・草津川・
近勝川の浸水想定マップ

草津市内を４ブロックに分けて作成
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建築物の浸水対策

に関する条例

気づき
危機管理

理 解

危機管理

理 解

行 動
減 災

行 動
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【非常通信】
平成２２年１２月にデジタル防災行政無線機を整備。
屋外にも市内７９カ所にスピーカーを設置し、緊急時にエフエム草津の電波を使って市内
一斉に情報伝達できるようにしています。
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草津市の減災の取組み草津市の減災の取組み
（防災情報伝達体制の整備）

∗∗ 市内一斉緊急放送システムの整備市内一斉緊急放送システムの整備

平成２２年度に公園や学校など市内全域平成２２年度に公園や学校など市内全域7979
箇所に屋外スピーカーを設置し、箇所に屋外スピーカーを設置し、

・緊急地震速報や避難勧告など・緊急地震速報や避難勧告など

災害情報を放送します。災害情報を放送します。
行方不明者捜索の呼びかけなどにも活用し行方不明者捜索の呼びかけなどにも活用し
ますますますます

∗∗ 災害災害情報メール配信サービスの開始情報メール配信サービスの開始
⇒⇒避難情報や被害情報など メールで避難情報や被害情報など メールで配信配信⇒⇒避難情報や被害情報など、メールで避難情報や被害情報など、メールで配信配信

∗∗ ドコモエリアメールのドコモエリアメールの開始開始
⇒⇒登録なく避難情報を市域全体にメールで登録なく避難情報を市域全体にメールで⇒⇒登録なく避難情報を市域全体にメ ルで登録なく避難情報を市域全体にメ ルで
配信配信

∗∗ えふえふえむえむ草津（草津（78.578.5ＭＨｚＭＨｚ）と）との災害協定の災害協定
⇒⇒災害時 被害情報 情報災害時 被害情報 情報⇒⇒災害時：被害情報や、ライフライン情報災害時：被害情報や、ライフライン情報、、

避難所避難所情報などきめ細かな情報などきめ細かな放送放送
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災害時要援護者制度の概要災害時要援護者制度の概要
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御静聴ありがとうございました。御静聴ありがとうございました。


